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　今日、心肺運動負荷試験（Cardiopulmonary Exercise Test：CPX）は、患者の労作時息切れ、疲労の

診断や運動耐容能の評価等に用いられている。従来の運動負荷心電図検査は、冠動脈疾患に焦点が

置かれており、心臓、肺、肺血管、末梢血管および骨格筋など運動耐容能に影響する多様な系を評価

するには不十分であったが、CPXから付加的に得られる呼気ガス分析データは、より正確な病態診

断、重症度およびその変化、治療への反応性、予後を評価する上で極めて有用な情報となる。この教

育セッションでは、CPXの基礎と最新の応用方法として、心不全における特有の指標と解釈、心リ

ハにおける活用および術前リスク評価等ついて、また現在までに明らかにされている生命および

疾患予後に関するエビデンスについて、第一線で活躍する専門家からご紹介していただく。
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